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【地域や時代背景】
近年、社会の変化が加速するなかで、こだま地域でも多様な働き方や価値観を持つ
リーダーが増えています。地域を担うリーダーでもある経営者には、こうした環境の変
化を前向きに捉え、挑戦し続ける姿勢が求められています。しかしながら、日々の業
務や役割に追われ、未来の経営ビジョンについて考える時間を十分に確保できておら
ず、挑戦の必要性を感じながらも行動へと踏み出せていない現状があります。
【背景から事業を行う目的】
変化の激しい時代だからこそ、限られた時間や資源をどのように活かし、考え、決
断し、未来の経営ビジョンを実現へと導く、挑戦を続けられるリーダーを増やさなけ
ればなりません。挑戦し続けるリーダーとしての意識と行動を育み、状況に流される
のではなく、自ら判断し、行動を起こす人財が増えていく状態を目指します。新たな
価値や前向きな動きが継続的に生まれていく土壌をつくってまいります。
【事業の結果】
リーダーが日々の業務に追われるだけでなく、将来を見据えて物事を考える姿勢を
身につけることで、未来の経営ビジョンを踏まえた判断と行動が取れるようになりま
す。継続的に挑戦し続けるリーダーが増えることで、雇用の創出や人材育成が進み、
人や情報、価値が地域内で循環する持続的な経済活動が生まれていきます。こうした
リーダー一人ひとりの行動変化が積み重なることで、地域全体として新たな取り組み
や変化を受け入れ、実行していく力が高まり、こだま地域が将来に向けて継続的に成
長していく地域社会へ発展していくことと確信します。
【結びに】
私は、人前に立つことやまとめることを得意としてきたわけではありませんが、総
務研修委員長という大きな責任を伴う役職をお引き受けするにあたり、自分自身を成
長させる機会だと感じました。「立ち止まっていては成長はない」という想いのも
と、新たな挑戦を決断いたしました。今年度は、1月・6月・12月例会担当します。一
年を通じて、メンバーにはJC運動により邁進できる機会を創出します。挑戦できる
リーダーが増えることで組織力の向上・持続性となり、未来に期待の持てる組織を
作ってまいります。
また総務研修委員会の基本運動である理事会等の設営をはじめ、ホームページや

SNSの更新など、年間を通じて多くの業務があります。だからこそ、情報発信を通じ
て地域社会の関心を高め、こだま地域の魅力を広く発信し、各例会や事業の認知度を
向上させることで、こだまJCの存在意義を地域に示していきたいと考えております。
一年間、どうぞよろしくお願いいたします。

【事業計画】



1. 1月例会の開催
2. 6月例会の開催
3. 12月例会の開催

【事業予算】
340,000円


